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光 の 家
THE LIGHT HOUSE FOR THE BLIND

〜 All for one, One for all. 〜

─ 204 号 ─
2019 年 11 月 15 日発行

さ
ら
に
神
は
言
わ
れ
た
、「
こ

れ
は
わ
た
し
と
、
あ
な
た
が

た
及
び
あ
な
た
が
た
と
共
に

い
る
す
べ
て
の
生
き
物
と
の

間
に
代
々
か
ぎ
り
な
く
、
わ

た
し
が
立
て
る
契
約
の
し
る

し
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
わ
た
し
は
雲
の

中
に
、
に
じ
を
置
く
。
こ
れ

が
わ
た
し
と
地
と
の
間
の
契

約
の
し
る
し
と
な
る
。

創
世
記　

　

第
九
章　

十
二
～
十
三
節

～光バンド～ 2019愛のサウンドフェスティバル（日野市�ひの煉瓦ホール）

日
ご
と
に
冷
気
加
わ
り
、
深

ま
る
秋
を
実
感
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

さ
て
台
風
一
九
号
の
災
害
支

援
に
つ
い
て
東
京
光
の
家
は
福

祉
避
難
所
と
し
て
初
め
て
四
名

の
方
を
受
け
入
れ
ま
し
た
が
ま

だ
ま
だ
社
会
福
祉
法
人
の
防
災

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
く
必
要
性
を
感

じ
ま
し
た
。

今
回
は
田
中
前
理
事
長
と

親
交
の
深
か
っ
た
聖
明
福
祉
協

会
の
本
間
会
長
に
ご
寄
稿
頂
き
、

光
の
家
が
信
仰
に
支
え
ら
れ
て

一
〇
〇
年
の
歴
史
の
中
で
こ
の
基

本
精
神
が
浸
透
し
、
受
け
継
が

れ
て
い
る
と
の
お
言
葉
を
頂
き

誠
に
感
謝
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、「
光
バ
ン
ド
」
コ
ン
サ
ー

ト
に
も
ご
利
用
者
と
共
に
ご
参

加
頂
き
、
感
銘
を
受
け
ら
れ
た

と
の
こ
と
で
す
。　
　

今
後
も
光
の
家
が
活
き
活
き

と
し
た
社
会
に
望
ま
れ
る
法
人

と
な
る
よ
う
努
力
を
積
み
重
ね

て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
理
事
長　

石
渡　

健
太
郎
）

巻

頭

言
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昨
年
暮
、
敬
愛
し
て
や
ま
な
い

友
人
田
中
亮
治
先
生
を
天
国
に
送

り
ま
し
た
。
実
に
五
〇
有
余
年
の

交
友
で
し
た
。
今
も
思
い
出
は
脳

裏
を
駆
け
巡
り
ま
す
。
創
設
者
の

秋
元
梅
吉
先
生
を
近
年
知
る
人
も

ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
。
先

生
は
、
口
は
重
く
、
信
仰
に
徹
し

た
方
で
、
幾
た
び
も
会
議
な
ど
で

意
見
を
述
べ
教
え
を
請
う
た
も
の

で
す
。
一
世
紀
と
い
う
歴
史
は
燦
然

と
輝
き
、
神
の
御
心
に
か
な
う
事

業
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
の
証
で
あ

り
、
敬
服
の
他
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
元
年
は
、
田
中
先
生
が
心

を
尽
く
し
生
み
育
ん
で
き
た
「
光

バ
ン
ド
」
が
誕
生
し
て
三
一
年
に
も

な
り
ま
し
た
。
毎
年
開
催
の
コ
ン

サ
ー
ト
に
は
、
い
つ
も
お
招
き
を
頂

き
、
今
年
も
聖
明
園
の
利
用
者
を

た
く
さ
ん
伴
い
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
都
度
み
ん
な
が
感
動
を
覚
え
、

利
用
者
は
日
々
の
生
活
の
励
み
と
し

て
い
ま
し
た
。
多
く
の
聴
衆
も
深

く
感
銘
を
受
け
た
こ
と
は
、
あ
の

ホ
ー
ル
に
揺
れ
る
よ
う
な
拍
手
が

鳴
り
止
ま
な
か
っ
た
の
が
物
語
っ
て

い
ま
す
。

施
設
も
救
護
施
設
か
ら
始
ま
り
、

今
や
多
岐
に
渡
る
種
別
の
異
な
る

福
祉
施
設
を
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

秋
元
、
田
中
、
現
石
渡
理
事
長
へ

と
受
け
継
が
れ
た
揺
る
ぎ
な
い
信

仰
の
賜
物
、
全
職
員
に
こ
の
精
神

が
浸
透
し
、
す
べ
て
の
基
本
は
、
創

設
当
時
そ
の
も
の
が
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。

思
い
出
の
一
つ
に
、
東
京
都
が
、

公
私
格
差
是
正
の
制
度
を
、
我
々

民
間
事
業
者
の
厚
い
要
望
に
応
え

誕
生
さ
せ
た
と
き
の
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
公
私
の
別
な
く
施
設
職
員

の
待
遇
が
同
等
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

措
置
費
以
外
に
差
額
を
支
給
し
た

の
で
す
。
し
か
し
、
当
時
の
田
中
理

事
長
は
、
自
ら
の
給
与
体
系
を
改

め
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
光
の
家
を

守
る
た
め
に
は
、
現
在
の
給
与
体

系
を
維
持
す
る
と
強
行
に
抵
抗
さ

れ
ま
し
た
。
指
導
検
査
の
時
や
東

京
都
へ
呼
び
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ

て
も
動
ぜ
ず
、
担
当
者
か
ら
返
還

命
令
を
出
す
と
言
わ
れ
て
も
、「
ど

う
ぞ
、
金
庫
に
入
っ
て
い
る
か
ら

持
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
答
え

ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

光
の
家
を
愛
し
、
職
員
を
愛
す

る
が
ゆ
え
に
、
終
始
一
貫
、
光
の
家

の
給
与
表
を
貫
き
ま
し
た
。
こ
の

信
念
と
強
さ
を
支
え
た
の
は
、
信

仰
以
外
の
何
者
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
公
私
格
差
を
是
正
す
る
制
度

は
後
に
廃
止
さ
れ
、
多
く
の
施
設

が
混
乱
し
た
こ
と
は
広
く
社
会
事

業
家
の
知
る
と
こ
ろ
で
す
。

光
バ
ン
ド
の
音
楽
と
、
秋
元
梅

吉
先
生
、
田
中
亮
治
先
生
の
思
い

出
が
心
に
去
来
す
る
中
、
光
の
家

が
百
一
〇
年
に
向
け
て
、
石
渡
理
事

長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、

更
な
る
充
実
発
展
す
る
こ
と
を
願

い
つ
つ
、
本
稿
を
閉
じ
た
い
と
思
い

ま
す
。

信
仰
に
支
え
ら
れ
て
一
世
紀 

　
　
　
　
　
～
光
バ
ン
ド
は
三
一
年
～

　
社
会
福
祉
法
人
　
聖
明
福
祉
協
会
　
会
長
　
本
間 

昭
雄
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東
京
光
の
家
で
は
、
今
年
創
立

百
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
大
き
な
節
目
を
祝
う
べ
く
、

様
々
な
取
り
組
み
を
企
画
、
実
施

し
て
い
ま
す
。

 

東
京
光
の
家
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
製
作

東
京
光
の
家
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

製
作
し
ま
し
た
。

　

ノ
ア
の
箱
舟
の
物
語
で
あ
る
創

世
記
第
八
章
十
一
節
「
は
と
の
く

ち
ば
し
に
は
オ
リ
ー
ブ
の
若
葉
が

あ
っ
た
。
ノ
ア
は
地
か
ら
水
が
ひ
い

た
の
を
知
っ
た
」
と
、
創
世
記
第

九
章
十
三
節
「
わ
た
し
は
、
雲
の

中
に
に
じ
を
置
く
。
こ
れ
が
わ
た

し
と
地
と
の
間
の
契
約
の
し
る
し

と
な
る
」
よ
り
、
光
の
家
の
「
光
」

と
十
字
架
、
虹
、
鳩
、
オ
リ
ー
ブ

の
葉
を
モ
チ
ー
フ
に
し
ま
し
た
。

 

ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン
パ
ー
の
製
作

爽
や
か
な
ラ
イ
ト
グ
リ
ー
ン
の

ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン
パ
ー
で
す
。
前
面

の
右
胸
に
は
新
し
い
光
の
家
の
ロ

ゴ
、
そ
し
て
、
背
面
に
は
、
新
し

く
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
百
周
年
記
念

マ
ー
ク
が
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
東
京
光
の
家
百
周
年

記
念
誌
の
発
行
や
、
令
和
二
年
二

月
に
は
、
光
バ
ン
ド
演
奏
を
兼
ね

た
東
京
光
の
家
百
周
年
記
念
式
典

な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

東京光の家
����������������������

���������

ロゴ type：A-3　　リフレクスポーツジャケット：グリーン

 東京光の家
社 会 福 祉 法 人

 

光
の
家
百
年
の
歩
み
ビ
デ
オ
製
作

東
京
光
の
家
の
百
年
の
歩
み
に

つ
い
て
ま
と
め
た
ビ
デ
オ
を
製
作

し
、
九
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た

愛
の
サ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

て
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

〈東京光の家100周年ロゴマーク〉

スタッフジャンパー

光の家100年の歩みビデオ

〈東京光の家ロゴマーク〉

東
京
光
の
家
創
立
百
周
年
の
取
り
組
み



東京光の家創立100 周年記念チャリティーコンサート

愛のサウンドフェスティバル
2019.9.14
ひの煉瓦ホール［日野市民会館］

1912 年　盲目の人　秋元梅吉 20 歳の時に
聖書と出逢う。盲人である前に人としてあるべき 
信仰こそ人格を高める唯一の道と考えた故に 

「盲人に聖書の福音を」と祈る。そして 1919 年 
東京光の家が生まれ、今 100 年の歴史を刻む



「
愛
の
サ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

実
施
の
ご
報
告

光バンド今
年
度
の
愛
の
サ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
東
京
光
の
家
創
立
百

周
年
記
念
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
、
盛
大
に
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
、
光
の
家
の
キ
リ
ス
ト
教
の
基
本
精
神
で
あ

る
「Spirit[

ス
ピ
リ
ッ
ト]

」
で
し
た
。
会
場
は
ひ
の
煉
瓦
ホ
ー
ル
（
日

野
市
民
会
館
）
で
し
た
。

今
回
は
、
光
バ
ン
ド
以
外
に
、
光
の
家
聖
歌
隊
、
そ
し
て
、
小
学
生

か
ら
高
校
生
ま
で
約
六
十
名
で
活
動
し
て
い
る
ゴ
ス
ペ
ル
聖
歌
隊
で
あ

る
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
・
ク
ワ
イ
ア
ー
の
皆
さ
ん
が
出
演
し
て
く
だ
さ
り
、

百
周
年
記
念
に
花
を
添
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
演
奏
内
容
は
、「
今

を
生
き
て
」「
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
」
な
ど
、
お
な
じ
み
の
曲
か
ら
、
光
の

家
聖
歌
隊
、エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン・ク
ワ
イ
ア
ー
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に「
三
六
五

日
の
紙
飛
行
機
」
を
演
奏
す
る
な
ど
、
ア
ン
コ
ー
ル
を
含
め
十
四
曲
で

し
た
。

エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
・
ク
ワ
イ
ア
ー
の
皆
さ
ん
の
力
強
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が

会
場
を
包
み
込
み
、
光
バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
も
一
層
演
奏
に
力
が
こ
も
り
、

百
周
年
を
祝
う
と
て
も
良
い
演
奏
会
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
日
野
市
荻
原
弘
次
副
市
長
に
ご
来
場
頂
き
、
お
祝
い
の
お

言
葉
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
回
も
司
会
を
快
く
お
引
き
受

け
頂
き
、
素
敵
な
司
会
進
行
を
し
て
頂
い
た
髙
田
敏
江
さ
ん
に
も
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
も
、
演
奏
会
の
福
祉
協
力
券
売
上
の
一
部
を
、
日
野
社
会
福
祉

協
議
会
へ
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

百
周
年
の
節
目
を
祝
う
演
奏
会
を
多
く
の
お
客
様
に
見
て
頂
き
、
無

事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
利
用
者
・
職
員
一
同
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（5）
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地
域
の
方
に
光
の
家
に
来
て
も

ら
う
イ
ベ
ン
ト
『
光
の
家
オ
ー
プ
ン

ハ
ウ
ス
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

点
字
を
書
い
て
み
て
、
ア
イ
マ
ス

ク
を
し
て
手
の
感
覚
だ
け
で
何
の

果
物
か
当
て
る
ク
イ
ズ
や
ジ
ュ
ー
ス

を
飲
む
こ
と
、
ま
た
、
視
覚
障
害

者
用
の
卓
球
も
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
市
内
の
小
学
生
が
楽
し
み
な

が
ら
様
々
な
体
験
を
通
し
て
視
覚

障
害
者
の
よ
う
な
見
え
な
い
世
界

を
感
じ
て
も
ら
え
た
よ
う
で
し
た
。

　

今
年
も
、
日
野
四
中
の
生
徒
さ

触ってオセロの
裏表が分かります

手の感触だけがたより？ 音を聞き分けてボールを
返すのは難しい！

ん
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
イ

ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
て
、

体
験
の
対
応
や
光
の
家
利
用
者
と

ゲ
ー
ム
を
し
て
交
流
も
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
よ
り
多

く
の
地
域
の
皆
さ
ん
に
「
東
京
光

の
家
」 

を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
ら
れ
る

よ
う
目
指
し
ま
す
。

第9回

光
の
家

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス

今
年
も
体
育
の
日
に
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
未
曽
有
の
台
風
が
過
ぎ
去
り
、

さ
ら
に
当
日
は
小
雨
が
降
り
続

く
中
で
し
た
が
、
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
や
保
護
者
の
方
々
に

ご
協
力
や
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な

が
ら
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
光
の
家
百
周
年
と
い
う

節
目
に
地
域
に
根
ざ
し
た
バ
ザ
ー

で
、
改
め
て
皆
さ
ん
と
の
「
絆
」

令
和
元
年
十
月
十
四
日
（
月
）
体
育
の
日

旭
が
丘
東
公
園
・
光
の
家
ピ
ロ
テ
ィ

開場前に長蛇の列

小雨でも大盛況でした！ 保護者の皆さんもがんばりました

令
和
元
年
九
月
七
日
（
土
）

光
の
家
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

を
感
じ
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

光
の
家
百
周
年

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

第42回
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残
暑
も
過
ぎ
、
や
っ
と
秋
ら
し
い

季
節
に
な
っ
て
き
た
頃
、
日
野
社
協

主
催
の
み
ん
な
と
一
緒
の
運
動
会
が

開
催
さ
れ
、
各
施
設
か
ら
多
く
の
利

用
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
子
ど
も
も

大
人
も
障
害
を
持
つ
方
も
「
運
動
」

を
通
し
て
一
緒
に
ふ
れ
あ
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
光
の
家
神
愛
園

で
は
、
毎
年
恒
例
の
小
運
動
会
が
開

催
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
競

技
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

例
年
の
お
盆
の
時
期
に
代
わ
り
、

今
年
度
は
約
一
か
月
伸
ば
し
て
田

中
先
生
夫
妻
は
じ
め
六
十
四
名
の

故
人
を
偲
び
ま
し
た
。
物
故
者
全

員
の
名
前
が
刻
ま
れ
た
墓
碑
も
建

立
さ
れ
、
記
念
す
べ
き
時
間
と
な

り
ま
し
た
。   

車椅子ラグビーに挑戦！
み
ん
な
と
一
緒
の
運
動
会
　

　
十
月
六
日（
日
）
日
野
市
市
民
の
森
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

神
愛
園
小
運
動
会

　
十
月
三
十
一
日（
木
）
光
の
家
講
堂

秋
の
運
動
会

大玉ころがしで笑顔の利用者達

新しく建立された墓碑

新しくなった光の家の墓の全景

ハロウィーン仮装競争

同行援護従業者養成研修　受講生募集（東京都指定研修）
～視覚障害者との歩き方・援助の仕方を学びませんか～

〔研修期間〕2020年2月3日（月）～ 2月23日（日）
    通信期間：2020年2月 3日（月）～ 2月23日（日）
    通学期間：2020年2月22日（土）～ 2月23日（日） の2日間

〔場　所〕東京光の家　地域交流センター　研修室他
〔費　用〕9,400円　〔定　員〕18名　※定員になり次第〆切
〔研修修了者〕同行援護従業者の認定資格を取得
〔お問い合せ〕東京光の家　TEL：042-581-2340

田
中
先
生
夫
妻
を

       

　
　
　
偲
ぶ
会

       

令
和
元
年
九
月
二
十
日
（
金
）
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（8）東京光の家ホームページ　http://www.hikarinoie.org/

発　
　
　

行　

〒
一
九
一
︱ 

〇
〇
六
五

　

東
京
都
日
野
市
旭
が
丘
一
︱
一
七
︱
一
七

　

社
会
福
祉
法
人　

東

京

光

の

家

　

電　

話　

〇
四
二（
五
八
一
）二
三
四
〇

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
二（
五
八
一
）九
五
六
八

自
衛
消
防
訓
練
審
査
会

自
衛
消
防
訓
練
審
査
会

敢
闘
賞
受
賞

真
夏
の
約
一
ヵ
月
間
と
い
う
短

い
練
習
期
間
の
中
、
応
援
に
駆
け

付
け
た
利
用
者
と
職
員
の
声
援
を

背
に
、
練
習
の
成
果
を
発
揮
、
敢

闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト

立
川
二
〇
一
九

令
和
元
年
十
月
二
十
三
日
（
水
）
～

	
	

　
　
　
二
十
八
日
（
月
）

　
　
　
　

				

伊
勢
丹
立
川
店

　
　
　
　
十
月
三
日
（
木
）
～	

十
六
日
（
水
）

　
　
　
　

				

立
川
タ
ク
ロ
ス	

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

令
和
元
年
九
月
一
三
日
（
金
）

豊
田
南
区
画
整
理
地
内
公
園
予
定
地

※�

紙
面
の
写
真
は
、
す
べ
て
ご
本
人

の
許
可
を
得
て
掲
載
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

令
和
元
年
七
月
二
十
一
日
～
令
和
元
年
十
一
月
五
日

浅
石
　
常
勝�

様 

メ
ロ
ン 

五
玉

 
 

米 

二
七
㎏

若
林
　
ま
つ
え�

様�

籐
芯 

九
・
七
五
㎏

林
　
ア
ツ
子�

様�

全
国
百
貨
店
共
通
商
品
券  

一
四
枚

宮
洞
　
真�

様�

梨 

五
九
個

柗
田
　
功�

様�

梨 

三
〇
個

広
瀬
　
美
幸�

様�

大
根 

六
九
㎏

金
沢
　
信
治�

様�

り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス 

一
〇
袋

井
川
　
幸
雄�

様�

梨 

八
四
個

株
式
会
社
リ
ー
ド
・
リ
ア
ル
エ
ス
テ
ー
ト�

様

�
�

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー 

12
ロ
ー
ル
×
五
個

 
 

米 
   

五
㎏

 
 

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー   

五
箱

綾
木
　
潔�

様�

梨 

一
〇
四
個

島
田
　
英
樹�

様�

梨 

三
九
個

舩
橋
　
敬�

様�

す
だ
ち 

一
㎏

佐
藤
農
園�

様�

玉
ね
ぎ 

一
五
㎏

小
西
　
妙
子�

様�

ケ
ー
キ 

一
〇
〇
個

阿
久
津
　
隆�

様�

柿 

一
四
五
個

米
倉
　
清
治�

様�

玄
米 

五
四
㎏

寄
付
者
名
簿

今
年
も
立
川
市
で
、
ア
ー
ル
ブ

リ
ュ
ッ
ト
立
川
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ト
と
は
、
加
工
さ

れ
て
い
な
い
生
（
き
）
の
芸
術
と
い

う
意
味
の
フ
ラ
ン
ス
語
だ
そ
う
で
、

美
術
に
関
す
る
専
門
的
な
教
育
を

受
け
て
い
な
い
光
の
家
の
利
用
者
の

作
品
が
、
今
回
も
選
ば
れ
、
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

メ
イ
ン
会
場
の
伊
勢
丹
立
川
店

に
は
、
清
水
峰
男
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
、
四
点
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

そ
の
他
に
も
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
で

あ
る
立
川
タ
ク
ロ
ス
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

紙作業と木工作品「ひよこ」

伊勢丹に展示された陶芸作品
と作者の清水峰男さん

籐細工作品「きのこの森」　

放水�始め！ 出場者全員�敬礼！

に
も
籐
細
工
や
手
芸
作
品
な
ど
、

三
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、

今
年
も
園
生
を
代
表
し
て
陶
芸
訓

練
に
参
加
し
て
い
る
清
水
峰
男
さ

ん
が
出
席
し
ま
し
た
。


